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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論は、モントリオールを中心に著しい多民族化が伸展し、アイデンティティ確立の動きと平行し、独自の
共存形態が模索される多元社会ケベックの移民と文学について、トランスカルチュラリズムと「移動文学」の
動きに注目し論じたもので、言語文化研究と社会学研究をクロスさせた極めて斬新な学際的論考である。 
 序章では、英系と仏系に加えて、自らの母語を比較的長く保持するアロフォンと呼ばれる移民の大量流入の
結果、モントリオールで仏語化と多元化の同時進行現象が認められる点に着目し、以下、その視点より考察す
るとする。 
 第一部では、カナダの代表的作家ガブリエル・ロワを、八〇年代以降のケベック文学の動きに照らして、「異
邦」のテーマを掲げる移民作家の先駆けとして取り上げ、その先見性と普遍性を明らかにしてみせた着眼点の
良さは高く評価しうる。 
 第二部では、八〇年代以降、仏語表現によって活発な創作活動を展開した主要な移民作家たちの作品に注目
し、カナダでは少数派のフランス系が多数を占めるモントリオールで、彼ら以上にマイノリティである移民の
視点が重要な社会的・文化的意義を持つことを示唆し、現地インタヴューの成果をも交えて論じている点は大
いに説得的である。ただ、議論の基盤となるアイデンティティの定義にいま少しの厳密さが求められた。 
 第三部では、多元化するケベック社会の様相を照らし出す幾つかの重要な論争に鋭い考察を加え、トランス
カルチュラリズムと「移動文学」の興隆と発展とを、歴史的・社会的な観点から総合的に論じている。その結
果、仏語が統合のシンボル的求心力を持つ事と、ケベック社会が抑圧と内的流浪や、英仏の言語対立と民族共
存を生き抜いてきた事実とが、今日のグローバル化時代に拮抗と連帯を生む豊かな土壌となり、新たな共存の
可能性を提示しうるはずだとの独自の見解を導き出すことに成功した。 
 結語部では、グローバル化が進捗する今日、ケベックが「雑居の普遍性」とも呼びうるコスモポリタニズム
のゆえに新しい意味を獲得し、その重要性を増しつつあり、よって当地の文学が多くの示唆を世界に与えるで
あろうと結んでいる。このように、本論は広い視野に立つ労作であり、先行研究の蓄積の少ない当該領域で果
たしたパイオニア的意味は大きいと言えよう。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
